
２００８年度 第８回

西東京ボランティア・市民活動センター運営委員会会議録＜確定稿＞

開会

委員

(1).西

①

事務

事務

委員

事務

■開催日時：２００８年１２月９日（火） 午後７時１５分～９時００分

■開催場所：田無総合福祉センター 第３会議室

■出席委員：阿部靖子、熊田博喜、坂口和隆、中曽根聡、瀧島喜重、安岡厚子

柳澤正樹、山下恭子、渡辺美恵＜以上９名、敬称略、あいうえお順＞

■欠席委員：飯塚 睦＜以上１名、敬称略＞

■事 務 局：丸木 敦（地域福祉課長）、中澤一郎（主事）、今林朝香（コーディネーター）

長山清美（コーディネーター）篠原保之（係長）

１

■配布資料

資料 1：西東京ボランティア・市民活動センター事業月次報告（11 月）

資料 2：コーディネート状況等月次報告（11 月）

資料 3：西東京ボランティア・市民活動センター予定表（12 月）

資料 4：2009 年度西東京ボランティア・市民活動センター予算案説明書

資料 5：2008 年度第 7 回西東京ボランティア・市民活動センター運営委員会会議録＜未定稿＞

資料 6：（仮称）西東京市市民協働推進センター運営業務委託業者募集要項

資料 7：（仮称）西東京市市民協働推進センター運営業務委託仕様書

資料 8：運営委託者公募に関する質問事項及び回答について

資料 9：プレゼンテーション資料

資料 10：役員改選について

資料 11：企業訪問調査資料
の挨拶

長：今年最後の委員会になるが、今日は市民協働センターの説明会とプレゼンテーションにつ

いての話が予定されている。報告から始めてほしい。

資料 12：2008 年度第 6 回西東京ボランティア･市民活動センター運営委員会会議録<確定稿>
東京ボランティア・市民活動センター業務報告

西東京ボランティア・市民活動センター事業月次報告（11 月）

コーディネート状況等月次報告（11 月）

西東京ボランティア・市民活動センター予定表（12 月）

局：保谷活動室の移転が予定されている。北分庁舎から東分庁舎地下 1 階に移動。12 月 13 日

(土)14 日(日)に業者による物品の移動がある。15 日(月)から新しい活動室での活動が始ま

る。22 日(月)が西東京市市民協働推進センターの公募手続きの締切となる。

来年度予算の説明

局：今回の資料が最終の提出分となる。前回提示内容とは変更している。前年度比は 112 万円

ほどの増額。

長：都立高校の委託料には人件費が入っているのか。

局：人件費も含まれる。

．報 告 事 項



理事会の報告

委員長からセンター関係部分を報告。

以上、報告事項を終了する。

(1).2008 年度第 7 回西東京ボランティア・市民活動センター運営委員会会議録(未定稿)について

事務局：冒頭の部分や終わりの部分など、第 6 回の記載内容がそのまま載っている部分があるので

訂正を行ないたい。

委員長：訂正部分などをメールなどで指摘してもらい確定稿にしていきたいと思う。

委員長：公開はサイトで行なっているのか。

事務局：委員会終了後、公開している。

委員長：訂正後の内容をメールで送ってほしい。

委員長の確認を得てあとで、確定稿にすることとして承認される。

以上で審議事項を終了する。

２．審 議 事 項

(1).(仮称)西東京市市民協働推進センターについて

委員長：これまでの進捗状況を話してほしい。今日の話を踏まえ 22 日の資料を作成すると思う。

事務局から説明をしてほしい。

事務局より、関連資料の説明。

委員長：説明会の報告をしてほしい。

事務局：事務局 3 名で 12 月 1 日の説明会に参加。他には 3 団体が参加。初めに現場のイングビル

の視察、その後資料に添う形で企画政策課の担当者から説明があった。当日の質問内容は

資料の通り。

委員長：プレゼンテーションに関しての注意点はあったか。

事務局：3 年間の長期計画を謳っていた。センター長をはじめとして、体制をどうするかは受託側

が戸惑っていると思われる。

委員長：常勤のセンター長という点は扱いが難しいと思う。ここまでで質問はあるか。

委 員：センター長の位置づけのアピールが必要との報告があったが、どういうことか。

事務局：団体の事務局長的な方がセンター長を兼ねるという発想の方がいたと思うが、専任のセン

ター長が必要だと思う。

委 員：パワーポイントは使っていくのか。

３．協 議 事 項

２．審 議 事 項



事務局：基本的なプレゼンの内容を見ていただくために今回はパワーポイントを使っている。当日

についてはまだわからない。実際には誰が担当するか決まってはいないが、今回は提示の

内容についてご意見をいただきたい。

委員長：22 日には別の資料を提出ということで、２次審査になったときにプレゼンになるというこ

とでよいか。本日はどのように進めるか。

事務局：様式に沿って資料を見てもらい、その後でプレゼンを見てほしい。

委員長：提出資料の説明を始めてほしい。

事務局から 22 日提出の資料の説明を行なう。

(運営にあたって)

委員長：協働についての考え方をもっと盛り込まないといけない。公募は競合すると思うが、団体

の特性をもっと入れてほしい。地域の特性も盛り込んでほしい。

委 員：これまでの経験がある団体であることを謳ってほしい。

委員長：「運営にあたっての基本的な考え方」の部分が中心。ここの提案だけで勝てるような内容に

してほしい。

委 員：サブタイトルとして、ここで何ができるのかをアピールしてほしい。言いたいことが見え

ていない。

委 員：アピールが抽象的過ぎると思う。目指すセンター像を示した方が良い。情報公開について

の具体的なものも出したらどうか。

委員長：第三者評価は外部業者への委託ではなく、ステークホルダーを対象にすればお金はかから

ないと思う。

委 員：ミッションという言葉はあるが、その説明がないので伝わらない部分がある。

委 員：熱意が感じられない。この事業についてはうちの団体でなければできないだろうというよ

うな表現がほしい。

委員長：他団体との差別化をしなくてはならないと思う。

委員長：これから「様式７」以降の部分を読んでいただいて意見をいただきたい。

(相談事業について)

委 員：内容の具体性がほしい。ヒントとは何なのか、得られるものは何なのかを伝えてほしい。

(情報について)

委 員：情報ボックスの設置が２３年度になっている。できるだけ早く実施するべき。

委 員：表記がわかりにくい。具体的な事業を箇条書きにしていけばよいのではないか。

委員長：年度毎の書き方は整えてほしい。

(人材の養成・研修について)

委 員：地域と市域の表記があるが地域で統一しても良いか。

事務局：地域で統一する。

委 員：全体的だが、そもそもこの企画提案事業が何を求めているかを考え直してほしい。年度毎



の継続性を踏まえ、優位点を訴えてほしい。

委 員：ここで初めてボランティアという言葉が出ているが、とらえ方をどう考えていくのか。

協働推進センターにおけるボランティアに対する今後の役割などはどう考えていくのか。

委員長：前回も議論となったが、今後の検討事項なので実際に表記をどうするかも難しい部分であ

ることを理解してほしい。

(コーディネートについて)

委員長：コーディネーションは得意分野なのでうまく表記してほしい。

委 員：何をするかが見えない中でプランの提供という言葉が出てきている。具体的なものを書い

てほしい。

(その他の提案事業について)(運営管理について)

委員長：骨子はアクションプランに沿って書いていただきたい。

次にプレゼンについて説明をお願いする。

事務局からパワーポイントを使ってプレゼンテーションの説明を行なう。

委 員：時間は長かった。自己紹介は初めにしたほうが良い。

委員長：書きぶりは提出資料のような内容。

委 員：助成金についてはありがたい提案だが、財源はどうするのか。

事務局：調布を手本に市民還元型のファンドを考えている。

委員長：かなり宿題があるが頑張ってほしい。

(2).次期担当理事について

事務局：運営委員については、受託状況によって考え方が変わってくるので次回以降に考えていた

だきたい。担当理事については、任期が４月 1 日になっている。担当理事について協議を

お願いしたい。

委員長：事務局での案があると思う。提案をしてほしい。

事務局：今年社協では地域福祉活動計画を、市では地域福祉計画を、運営委員会ではアクションプ

ランを策定しているが、全ての計画に携わっていただいている委員に次期の担当理事をお

願いしたい。

委 員：現委員長の後は荷が重いが、お力添えをいただきたいと思う。今後の委員会がどうなるか

はわからないが、受ける以上は頑張りたいと思う。

全員拍手で承認。

委員長：満場一致ということで了承したい。

(3).企業訪問調査について



事務局：資料の内容で、これまでに話してきた進め方で企業を訪問してお話を伺い、懇談会につな

げたい。対象は実績のある企業や市民向けに事業を展開している金融機関や市内のミニコ

ミ誌などの事業所を考えている。

(4).歳末募金の使途について

事務局：次回に改めて提案をしたい。

(1).次回運営委員会開催日程について

次回の運営委員会の確認を行う。

■日時：１月１３日（火）19:15～21:00

■会場：田無総合福祉センター 第 3 会議室

以上をもって、2008 年度第 8 回西東京ボランティア・市民活動センター運営委員会の審議を終了

し散会する。

３．そ の 他


